
「証券保管振替機構の組織・運営のあり方に関するワーキング・グループ」 

の設置について 

 

平１２．６．１６ 

証券受渡・決済制度改革懇談会 

 

１．設置の趣旨 

証券受渡・決済制度改革懇談会の中間報告書及び金融審議会第一部会「証

券決済システムの改革に関するワーキング・グループ」の報告書において、

証券決済制度の円滑な運営を図るため、証券保管振替機構の効率的な運営の

あり方、とくに利用者の意見の適切な反映などガバナンス機能の一層の強化

や業務の効率化をはじめとした幅広い観点から見直しを進める必要があると

提言している。 

そこで、証券受渡・決済制度改革懇談会の下に、「証券保管振替機構の組

織・運営のあり方に関するワーキング・グループ」を設置して、証券保管振

替機構の運営のあり方、提供するサービスのあり方、株式会社の是非などに

ついて、利用者の立場に立って検討を行う。 

 

２．検討事項 

証券保管振替機構の組織・業務運営の見直しについて 

（1）機構の業務の効率化（手数料の引下げ策の検討を含む）、ガバナンス機

能の強化、法制度等諸規制の緩和、ユーザーの利便性向上など運営面に

係る問題 

（2）機構の株式会社化の是非及びそれに伴う具体的な問題点 

 

３．ワーキングの構成 

（1）本ワーキングの人数は１５人程度とする。 

（2）本ワーキングには、座長及び座長代理を置く。 

（3）本ワーキングには、オブザーバー若干名を置く。 

 

４．検討期間 

当面、株式会社化に関連する問題については平成 12 年 8 月末、その他事項

は同年 9月末を検討期間の目途とする。 

 

以  上 
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